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はじbに :CarcinOembryonic antigen(CEA)は細

胞膜 に疎水結合 してい るが, P h o s p h a t i d y l i n O s i t o l

phosph01ipase C(以 下, PLC)に より選択帥 こ切断さ

れ可溶化する11教 室では腹腔内洗浄細胞診などによ

り腹膜播種性転移 (P)陽性例を検索中であるが,今 回,

洗浄液中細胞 に対 しPLCを 作用させた場合の CEA

遊出程度を検索し早期 P診 断の可能性を検討した。

対象および方法 :1.CEA産 生培養癌細胞 KATO‐

IIIを用いた検討 :0.lMリ ン酸緩衝液 (PB)lml中 に

1× 106個の KATO― IIIを浮遊させ,1,loo× 2分 問遠

心洗浄後 PB lml中 に再浮遊 し,PLC l単 位添加後

37°Cで 120分間反応させ1,100×5分 遠沈した上澄中の

CEA濃 度を測定 し,非 添加時 と比較 した。

2.胃 癌30例 (進行胃癌26例,早 期癌 4例 )を対象に

開腹直後にダグラス宙 と左横隔膜下腔内を生食水50

mlに て洗浄後,採 取遠心し,細 胞沈澄を PB lml中 に

再浮遊 し,PLC添 加120分後の上澄中 CEA値 を測定

し,非 添加時に対するCEA遊 出増強程度を検討 した。

結果 :1.KATO‐ IIIを用 いた検 討 i CEA濃 度 は

PLC添 加時が20,Ong/mlで 非添加時の12.Ong/mlに

比べ増加 (約1.7倍)し ,PLCに よるCEA遊 出が確認

された。反応時間別 CEA遊 出程度は30,60,90,120

分後には8.7,12.0,16.0,21.0(ng/ml)と 時間依存

性に漸増 し,添 加細胞数別では細胞数依存性に漸増 し

た.ま た,組 織 CEA染 色程度は PLC添 加群が非添加

群に比べ若干減色した。

2.胃 癌症例での検討 :肉眼的 P陽 性 6例 中 5例

(83.5%)で PLC添 加によりCEA遊 出が観察された.

この 5例 は洗 浄細 胞 診 で の papanicolaou染 色 や

CEA染 色でも癌細胞の存在が確認 された。一方,P

(一)24例 中 3例 (いずれもT3症 例)(12.5%)で PLC

添加によるCEA遊 出が観察された。 この 3例 は細胞
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診では全例陰性で,細 胞診の組織 CEA染 色で 1例 の

みが陽性であった (Fig.1).肉 眼的 P(一 )で もCEA

遊出が認められた 3例 は洗浄液中にも癌細胞の存在が

示唆 され潜在的 P(十 )例 と考えている。

考察 :教 室では P(― )例で洗浄細胞診陽性例 を潜在

的 P(十 )症 例 と して抽 出 し,閉 腹 時 に OK、432や

CDDPの 腹腔内投与 を行 っているが,洗 浄細胞診の判

定は検者側で若干の差があ り問題 を残 している.そ の

点,PLCを 用いた判定法には客観性が高 く,洗 浄細胞

診の一
変法 としての有用性が示唆 された。
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